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煙もくもく！出発進行
真岡鐵道開業20周年記念事業でSLイベント

　真岡鐵道は今年４月で開業20周年を迎えました。昭和63年に
JR真岡線の廃止により、沿線自治体などが第３セクターによる真
岡鐵道（株）を設立。平成６年からはＳＬが走る路線として多くの
観光客を迎えています。
　この日は、応募によって参加した親子や幼稚園の園児などがSL
に乗車。機関車から出る煙と蒸気の迫力に驚きの様子でした。
　５月の連休には毎日運行する予定ですので、ぜひご利用ください。
　　　　　　　　　　　　　■真岡鐵道（株）☎ 0285-84-2911



　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
前
年
度
に
比

べ
１
・
２
％
増
の
３
４
９
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
財
政
健
全
化
に
向
け
た
新
た
な
財
源
の

確
保
、
経
常
経
費
、
事
業
経
費
の
抑
制
に
努

め
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
全
体
の
予
算
は
、
前
年
度
に

比
べ
20
・
９
％
減
の
２
４
９
億
円
と
な
り
ま

し
た
。
個
別
の
会
計
で
は
、 

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
老
人
保
健
会
計
で

90
・
３
％
減
の
８
億
３
千
万
円
、
国
民
健
康

保
険
会
計
で
２
・
３
％
減
の
１
２
１
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
域
の
一
体
性
の
早

期
実
現
に
向
け
、
国
民
健
康
保
険
税
と
下
水

道
料
金
の
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
全
体
の
予
算
は
、支
出
総
額
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
12
・
６
％
増
の
67
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
病
院
事
業
会
計
で
は
、
市
民

病
院
の
事
業
縮
小
の
た
め
、
28
・
５
％
減
の

19
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計 349 億円・前年対比 1.2% 増

第１回市議会定例会で市が取り組む施策や事
業などを盛り込んだ『平成 20 年度予算』が承
認されました。そのあらましを紹介します。

平
成
20
年
度
予
算
の
概
要

349億円歳入
市　　税

150億9578万8千円（43.2%）

地方交付税
57億円（16.3%）

国庫支出金
25億9294万円（7.4%）

繰　入　金
23億3032万4千円（6.7%）

市　　債
22億3450万円（6.4%）

県支出金
17億8378万4千円（5.1%）

地方消費税交付金
地方譲与税
諸収入
使用料及び手数料
分担金及び負担金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
その他

会計別 本年度予算額 前年度予算額 比　較 伸率
一般会計 34,900,000 34,500,000 400,000 1.2
特別会計 24,902,543 31,480,568 △ 6,578,025 △ 20.9
　国民健康保険 12,182,242 12,468,857 △ 286,615 △ 2.3

　老人保健 839,534 8,622,039 △ 7,782,505 △ 90.3

　後期高齢者医療　 1,632,823 0 1,632,823 皆増

　公共下水道事業 2,449,717 2,514,270 △ 64,553 △ 2.6

　農業集落排水事業 1,202,680 1,305,244 △ 102,564 △ 7.9

　区画整理事業（八丁台） 401,186 491,928 △ 90,742 △ 18.4

　駐車場事業 167,204 166,900 304 0.2

　介護保険 5,975,862 5,875,466 100,396 1.7

　介護サービス事業 51,295 35,864 15,431 43.0

計 59,802,543 65,980,568 △ 6,178,025 △ 9.4

公営企業会計
収入予定 支出予定

伸率
本年度予算額 本年度予算額 比　較 本年度予算額 前年度予算額 比　較

水道事業会計 3,900,192 2,315,190 1,585,002 4,823,813 3,306,009 1,517,804 45.9
　（収益） 1,991,847 1,945,579 46,268 2,163,220 2,281,942 △ 118,772 △ 5.2
　（資本） 1,908,345 369,611 1,538,734 2,660,593 1,024,067 1,636,526 159.8
病院事業会計 1,911,750 2,674,155 △ 762,405 1,911,750 2,674,155 △ 762,405 △ 28.5
　（収益） 1,870,125 2,599,700 △ 729,575 1,870,125 2,599,700 △ 729,575 △ 28.1
　（資本） 41,625 74,455 △ 32,830 41,625 74,455 △ 32,830 △ 44.1

計 5,811,942 4,989,345 822,597 6,735,563 5,980,164 755,399 12.6

予算総括表   （単位：千円、％）

10 億 5000 万円（3.0%）
  8 億　500 万円（2.3%）
  8 億 2185 万 2 千円（2.4%）
  5 億 1000 万 4 千円（1.5%）
  4 億 4108 万 4 千円（1.3%）
  3 億 5000 万円（1.0%）  
  1 億 6400 万円（0.5%）
10 億 2072 万 4 千円（2.9%）

平成20年度予算    「身の丈にあった行財政運営」をめざして

総額665 億円を計上
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349億円 歳出
民　生　費

99億7851万4千円（28.6%）

総　務　費
48億9321万9千円（14.0%）

公　債　費
45億4130万2千円（13.0%）

教　育　費
44億6460万5千円（12.8%）

県支出金
16億 3138 万 6千円（4.7%）

平成 19 年度課税分（不均一課税）

平成 20 年度課税分

衛　生　費
36億6402万７千円（10.5%）

土　木　費
35億4489万円（10.2%）

消防費
農林水産業費
議会費
商工費
その他

17 億 9037 万 3 千円（5.1%）
14 億 6483 万 1 千円（4.2%）
  2 億 3761 万 5 千円（0.7%）
  2 億 2087 万 8 千円（0.6%）
         9974 万 6 千円（0.3%）

地　区 区分 所得割率 資産割率 均等割額 平等割額
下館地区

医 

療 

分 

8.30％ — 20,000 円 23,500 円
関城地区 7.50％ 40.00％ 18,000 円 23,000 円
明野地区 7.50％ 42.00％ 19,000 円 20,000 円
協和地区 7.43％ 41.00％ 16,000 円 21,250 円

区　分 所得割率 資産割率 均等割額 平等割額

医 療 分 7.80％ 0％ 21,000 円 22,000 円

介 護 分 1.50％ 0％ 11,500 円 0 円

 支援金分※ 1.90％ 0％ 6,000 円 6,000 円

下館地区
介 

護 

分

1.18％ — 10,000 円 —
関城地区 0.70％ 4.40％ 3,700 円 4,300 円
明野地区 0.75％ 4.50％ 5,000 円 6,000 円
協和地区 1.31％ 4.80％ 5,300 円 3,400 円

国民健康保険税の税率を統一しました。  

※支援金分は、４月から実施される『後期高齢者医療制度』の財源の一部にあ
てられます。これにより国保税は「医療分」、「介護分」、「後期高齢者医療制度
支援金分」の３本立てになります。

市の人口と国保加入者数及び加入率の推移
120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

61,822

45.8％ 45.6％ 44.8％
36.1％10,524 9,946 9,300

39,92741,678 41,094 40,500

60,938 61,303
70,806

Ｈ17
（人）

国保加入率

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20（年度）

国保以外

国保老人
75 歳〜

国保若人
０〜74 歳

（円） 市別１人当り医療費の状況（18 年度）
340,000

330,000

320,000

310,000

300,000

290,000

280,000

270,000
筑西市 水戸市 土浦市 古河市 結城市 下妻市 つくば市

（円） 市別１人当り国保税の状況（18 年度）
100,000

95,000

90,000

85,000

80,000

75,000

70,000
筑西市 水戸市 土浦市 古河市 結城市 下妻市 つくば市

　

筑
西
市
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、
平
成
19

年
度
ま
で
、
旧
市
町
の
税
率
で
課
税
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
20
年
度
か
ら
統
一
し
ま
し
た
。

　

国
保
会
計
の
運
営
状
況
は
加
入
者
の
高
齢
化
に
よ

る
所
得
の
減
少
や
医
療
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り
収
入

不
足
が
続
き
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
国
保
の

財
源
と
す
る
こ
と
で
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
た
国
保
財
政
の
健
全
化
の
た
め
、

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▶▶平成 20 年度予算
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住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

ン
ド
事
業

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
事
業

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
小
中
学
校
配
置

事
業

女
性
消
防
団
の
結
成
事
業

転
作
促
進
事
業
補
助

ほ
場
整
備
事
業

夜
間
休
日
一
次
救
急
診
療
所

運
営
事
業

 

国
民
文
化
祭
開
催
事
業

明
野
中
学
校
校
舎
整
備
事
業

避
難
所
井
戸
・
照
明
等

整
備
事
業

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防

接
種
事
業

協
和
中
学
校
校
舎
整
備
事
業

１
０
２
９
万
８
千
円

５
５
５
万
円

８
０
５
万
円

２
０
３
万
２
千
円

１
億
５
８
５
０
万
円

１
億
４
２
３
９
万
７
千
円

２
２
３
６
万
８
千
円

２
８
８
万
４
千
円

４
億
８
８
６
７
万
３
千
円

５
６
６
万
８
千
円

９
５
８
万
８
千
円

３
７
１
３
万
３
千
円

（
財
）
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
か
ら
拠
出
を

受
け
る
資
金
と
市
民
・
企
業
か
ら
の
寄
附
金

を
原
資
と
し
て
、
市
民
団
体
な
ど
活
動
に
対

し
助
成
を
行
い
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
※
（
詳
し
く
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

最
近
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威
に
対
処
す

る
た
め
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
２
回

の
予
防
接
種
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
小
学

校
18
校
・
中
学
校
５
校
に
配
置
し
ま
す
。（
４

校
に
つ
い
て
は
既
に
配
置
済
み
）

市
で
は
「
女
性
消
防
団
」
を
結
成
し
ま
す
。

活
動
内
容
は
火
災
予
防
運
動
や
防
災
訓
練
な

ど
で
の
啓
発
活
動
、
自
治
会
や
老
人
会
な
ど

で
の
応
急
手
当
講
習
会
の
指
導
な
ど
、
女
性

な
ら
で
は
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

生
産
調
整
（
転
作
）
を
実
施
し
た
生
産
組
合

及
び
農
業
者
に
対
し
、
国
・
県
に
準
じ
て
、

水
稲
作
付
生
産
額
に
見
合
う
よ
う
補
足
す
る

た
め
に
補
助
を
し
ま
す
。

対
象
地
域
の
区
画
整
理
、
用
排
水
系
統
及
び

道
路
網
を
整
備
し
農
業
生
産
の
選
択
、
拡
大

と
機
械
化
に
よ
る
労
力
節
減
を
図
り
、
農
業

経
営
の
合
理
化
と
安
定
化
を
確
立
し
て
い
き

ま
す
。

真
壁
郡
医
師
会
筑
西
支
部
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
平
日
夜
間
及
び
休
日
並
び
に
年
末
年
始

に
お
け
る
、
一
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を

図
り
、
救
急
患
者
に
対
応
し
ま
す
。

茨
城
県
を
開
催
地
と
し
た
第
23
回
国
民
文
化

祭
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
文
芸
祭
・
連
句
大
会
】

□
開
催
日
＝
11
月
８
日
（
土
）、
９
日
（
日
）

□
会
場
＝
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

【
美
術
展
・
書
】

□
開
催
日
＝
11
月
１
日
（
土
）
〜
９
日
（
日
）

□
会
場
＝
し
も
だ
て
美
術
館

平
成
18
年
度
か
ら
３
年
間
で
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
東
棟
改
築
工
事
、
付

帯
工
事
を
実
施
。
８
月
末
に
完
成
予
定
で
す
。

指
定
避
難
所
２
か
所
に
照
明
、
簡
易
井
戸
施

設
、
簡
易
か
ま
ど
を
設
備
し
、
災
害
発
生
時

に
市
民
に
対
し
て
食
料
、
飲
料
水
な
ど
の
支

給
を
行
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間
、
補
足
的
接
種
と

し
て
18
歳
と
中
学
１
年
生
に
２
回
目
を
追
加

接
種
し
ま
す
。

昭
和
43
年
度
に
建
築
さ
れ
、
建
築
後
39
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
著
し
く
、
構
造
耐
力
が
劣

り
危
険
な
た
め
建
て
替
え
を
行
い
ま
す
。
平

成
17
年
度
に
用
地
測
量
・
地
質
調
査
及
び
基

本
設
計
を
実
施
。
今
年
度
に
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

平
成
20
年
度
・
新
規
事
業

平
成
20
年
度
・
重
点
事
業

全ての小中学校にＡＥＤ
（自動体外式除細動器）が
配置されます。

インフルエンザ予防接種の助成
を行い、保護者の経済的な負担
軽減を図ります。

平成 23 年度の完成をめざして、
改築される協和中学校校舎

今年８月に完成予定の明野中
学校（写真は昨年竣工の西棟）
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倉
持
・
東
石
田
線
整
備
事
業

一
本
松
・
茂
田
線
整
備
事
業

つ
く
ば
明
野
北
部
工
業
団
地
進

入
路
整
備
事
業

中
島
・
富
士
見
町
線
街
路
整

備
事
業

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業

竹
島
地
区
農
業
集
落
排
水

事
業

協
和
北
部
第
３
地
区
農
業
集
落

排
水
事
業

沖
田
住
宅
建
設
事
業

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

公
共
下
水
道
整
備
事
業

上
水
道
（
第
４
次
拡
張
・
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
）

事
業

１
億
円

２
億
１
５
０
０
万
円

１
億
２
１
０
０
万
円

１
億
３
０
４
万
６
千
円

５
５
０
０
万
円

５
億
１
２
８
７
万
８
千
円

４
億
３
２
２
８
万
円

４
億
１
５
６
２
万
６
千
円

２
億
１
３
１
１
万
１
千
円

１
億
７
９
９
３
万
円

２
億
８
４
２
８
万
円

主
要
地
方
道
つ
く
ば
・
真
岡
線
倉
持
地
内
を

迂
回
す
る
道
路
の
整
備
。

□
延
長
＝
２
３
６
０
ｍ

□
総
事
業
費
＝
８
億
８
千
万
円

《
Ｂ
区
間
》
エ
ム
テ
ッ
ク
南
側
か
ら
主
要
地
方

道
筑
西
・
つ
く
ば
線
ま
で

□
延
長
＝
１
４
２
０
ｍ

□
総
事
業
費
＝
10
億
円

《
Ｃ
区
間
》
主
要
地
方
道
筑
西
・
つ
く
ば
線
か

ら
小
貝
川
左
岸
ま
で

□
延
長
＝
１
０
０
０
ｍ

□
総
事
業
費
＝
９
億
５
千
万
円

主
要
地
方
道
つ
く
ば
・
真
岡
線
か
ら
主
要
地

方
道
筑
西
・
つ
く
ば
線
明
野
バ
イ
パ
ス
を
経

由
し
、
つ
く
ば
明
野
北
部
工
業
団
地
へ
の
進

入
路
。

□
延
長
＝
１
６
１
７
ｍ

□
総
事
業
費
＝
４
億
１
千
万
円

筑
西
し
も
だ
て
合
同
庁
舎
東
側
か
ら
中
島
・

西
榎
生
線
に
接
続
し
、
中
心
市
街
地
の
環
状

線
を
形
成
す
る
街
路
整
備
事
業
。

□
延
長
＝
２
８
２
ｍ

□
総
事
業
費
＝
７
億
３
６
２
０
万
円

増
加
す
る
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
確
保
と
交

通
不
便
地
域
の
解
消
を
目
標
に
、
新
し
い
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
「
の
り
愛
く
ん
」
を
本
格
運
行
し
ま
す
。

竹
島
地
区
５
集
落
（
高
島
、川
澄
、小
林
、本
郷
、

横
島
）
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る

管
路
及
び
処
理
施
設
を
20
年
度
に
完
成
さ
せ
、

21
年
度
か
ら
供
用
開
始
。

□
計
画
人
口
＝
１
３
８
０
人

□
計
画
戸
数
＝
３
０
４
戸

協
和
北
部
第
３
地
区
の
蓬
田
集
落
か
ら
出
る

生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
管
路
及
び
処
理
施

設
を
21
年
度
に
完
成
さ
せ
、
22
年
度
か
ら
供

用
開
始
。

□
計
画
人
口
＝
７
８
０
人

□
計
画
戸
数
＝
１
５
９
戸

沖
田
地
区（
み
ど
り
町
）に
市
営
住
宅
を
建
設
。

□
敷
地
面
積
＝
４
８
０
０
㎡
（
３
棟
45
戸
）

☆
平
成
13
・
14
年
度
で
２
Ｄ
Ｋ
１
棟
建
設

（
15
戸
）　

☆
平
成
17
・
18
年
度
で
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
棟
建
設
（
15
戸
）　

☆
平
成
19
・
20
年
度
で

３
Ｄ
Ｋ
１
棟
建
設
（
15
戸
）

市
内
全
域
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
無
線
で
整
備

□
事
業
内
容
＝
親
局
１
局
（
本
庁
）、
子
局

３
１
９
局

年
次
計
画
に
よ
り
下
水
道
整
備
を
実
施
。

□
全
体
計
画
＝
２
９
９
９
・
５
㌶
（
う
ち
認
可

区
域
＝
１
４
１
５
・
９
㌶　

▽
下
館
地
区
＝

８
２
７
・
４
㌶　

▽
関
城
地
区
＝
２
９
３
・
７

㌶　

▽
明
野
地
区
＝
２
０
５
・
６
㌶　

▽
協
和

地
区
＝
89
・
２
㌶　

下
館
地
区
の
浄
水
場
の
改
良
と
配
水
管
の
整

備
を
実
施
。
ま
た
、
管
の
漏
水
、
折
損
事
故
、

地
震
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
年
次
計
画

に
よ
り
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
布
設
替
え
を

推
進
。

市民の新たな交通手段として、１日
平均約200人が利用する「のり愛くん」

沖田地区市営住宅はすでに２棟
が供用を開始。今年度に最後の
１棟が完成する予定です。

デジタル方式の防災行政無線
は、４月１日から運用を開始
しました。

中心市街地の環状線として、「筑
西しもだて合同庁舎」から東へ
延びる中島富士見町線

▶▶平成 20 年度予算
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補
助
対
象
者

市
民
活
動
を
行
う
市
民
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
会
な
ど
と
し

ま
す
。

補
助
対
象
事
業

公
益
性
、
発
展
性
、
持
続
性
、
波
及
効
果
な

ど
の
観
点
か
ら
地
域
の
魅
力
づ
く
り
や
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
事
業
と

し
ま
す
。

□
ソ
フ
ト
事
業
…
①
市
民
活
動
団
体
の
設
立

の
た
め
に
必
要
な
活
動　

②
市
民
活
動
団
体

が
ハ
ー
ド
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

活
動

□
ハ
ー
ド
事
業
…
市
民
活
動
団
体
等
が
行
う

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
伴
う
施
設
等
の
新
設
、

改
修
、
保
全
な
ど

【
例
】
ま
ち
づ
く
り
活
動
拠
点
の
整
備
、
植
栽

市民参加による
協働のまちづくりを

めざして !

『
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
事

業
』
と
は
、
魅
力
的
で
個
性
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
し
よ
う
と
す
る
、
市
民
団
体
な

ど
に
活
動
費
の
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

　

フ
ァ
ン
ド
の
財
源
は
（
財
）
民
間
都
市

開
発
推
進
機
構
か
ら
「
筑
西
市
地
域
づ
く

り
振
興
基
金
」
へ
拠
出
さ
れ
る
５
千
万
円

と
市
民
・
企
業
な
ど
か
ら
の
寄
附
金
で
す
。

こ
の
基
金
を
活
用
し
て
市
民
活
動
団
体
な

ど
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど

住
民
参
加
型

ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド

事
業 

が
ス
タ
ー
ト

等
の
緑
化
活
動
、歴
史
的
建
築
物
（
倉
庫
、蔵
、

住
宅
等
）
の
保
全
・
改
修
、
観
光
物
産
品
の
販

売
施
設
整
備
、
広
場
へ
の
遊
具
の
設
置
な
ど

補
助
金
額

□
ソ
フ
ト
事
業
…
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１

以
内
で
５
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

□
ハ
ー
ド
事
業
…
対
象
事
業
費
の
４
分
の
３

以
内
で
５
０
０
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

　

所
定
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

下
記
受
付
窓
口
ま
で
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

□
申
請
書
類
交
付
窓
口
…
企
画
課
（
本
庁
３

階
）、
関
城
総
務
課
（
関
城
支
所
）、
明
野
総

務
課（
明
野
支
所
）、協
和
総
務
課（
協
和
支
所
）

※
な
お
、
書
類
は
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

□
提
出
書
類
…
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
事
業
認
定
申
請
書
及
び
添
付
書
類

□
募
集
期
間

☆
第
１
回
…
５
月
１
日
（
木
）
か
ら
６
月
２

日
（
月
）
ま
で

☆
第
２
回
…
８
月
１
日
（
金
）
か
ら
９
月
１

日
（
月
）
ま
で
※
第
１
回
で
予
算
額
に
達
し

た
場
合
は
、
第
２
回
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

□
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
、

祝
日
は
除
く
）

□
受
付
・
相
談
窓
口　

　

企
画
課
市
民
協
働
推
進
グ
ル
ー
プ

が
活
動
に
必
要
な
拠
点
施
設
の
新
設
、
改

修
、
保
全
な
ど
を
行
う
ハ
ー
ド
事
業
と
市

民
活
動
団
体
の
設
立
な
ど
の
た
め
に
必
要

な
ソ
フ
ト
事
業
で
す
。
応
募
の
あ
っ
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
市
民
委
員
を
含
め
て
構

成
さ
れ
る
選
定
委
員
会
で
内
容
審
査
を
行

い
、
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
様
々
な
活
動
や
視

点
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
提
案

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
要

応
募
方
法

資金拠出

市 民
企 業（財）民間都市開発推進機構

まちづくりファンド
（地域づくり振興基金）

寄 附
（随時受付）

まちづくり活動支援 補助金交付

市民活動団体 ボランティアグループ
ＮＰＯ、自治会など

まちづくりファンド

市民活動団体
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筑
西
市
地
域
づ
く
り
振
興
基
金
は
、
市
民
・

企
業
・
行
政
な
ど
が
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
筑
西
市
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
え
育
て

て
い
こ
う
と
す
る
基
金
で
す
。
こ
の
基
金
を

活
用
し
て
市
民
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く

た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様
か
ら
の
寄

附
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

寄
附
は
、
個
人
、
法
人
、
任
意
団
体
を
問

わ
ず
、
い
つ
で
も
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
個
人
は

１
０
０
０
円
以
上
、
法
人
は
１
万
円
以
上
を

目
安
に
お
願
い
し
ま
す
。）
寄
附
金
は
、
直
接

市
役
所
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
振
込
み
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
振
込
み
を
希

望
す
る
場
合
に
は
、
企
画
課
市
民
協
働
推
進

グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄
附
の
お
願
い
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
の

充
実
に
向
け
て

　市民のみなさんの市政に関する理解や関心を深め、市民と市
が連携・協力して市民協働のまちづくりを推進することを目的
にまちづくり出前講座を実施します。ぜひ、ご利用ください。

問い合わせ＝企画課市民協働推進グループ
　　　　　  内線（490）本庁舎３階

メニューは 87講座
□対象者＝市内在住・在勤の人で 10 人以上で
構成された団体、グループ（任意でも可）を対
象に実施します。
□講座内容＝出前講座のメニューは、市の施策
に関するもので、87 講座あります。市民生活、
健康、医療、福祉、教育など様々なメニューを
用意しています。詳しくは、下記の場所又は市
ホームページで確認してください。
□開催日／時間＝①市民のみなさんの希望する
日及び時間に実施します。（年末年始を除く、土・
日・祝日も実施します）②開催時間は、午前９
時から午後９時までの間で２時間以内です。

□開催場所＝出前講座の会場は市内とし、依頼
者側で確保してください。
□費用＝職員の派遣費用及び資料代などは市が
負担します。それ以外の費用（会場使用料など）
については、依頼者側が負担してください。

まちづくり出前講座の申請手続
□申込方法＝希望する団体などの代表者は、利
用を希望する日の 14 日前までに、「まちづくり
出前講座利用申込書」を提出してください。利
用申込書は、下記の場所に用意してあります。
□申込先＝企画課（本庁３階）、関城総務課（関

城支所）、明野総務課（明野支所）、協和総務課

（協和支所）、川島出張所　
※利用申込用紙は、市役所ホームページからも
ダウンロードできます。

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

市のことを
もっと知りたい… 

市役所の仕事や情報を
知りたい…？

おまかせください！

市民協働の窓口が
できました
市では、市民のみなさんとともに、こ
れからのまちづくりを考え、連携・協
力する「協働のまちづくり」を積極的
に推進していきます。市民が主体となっ
て行う活動に対する支援やまちづくり
に関することについて、お気軽にご相
　　　　　　　　　　　　談ください。

企画課（本庁３階）
市民協働推進グループ

市民協働の窓口が
できました
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特殊勤務手当　（平成19年４月１日）

その他の手当（平成19年４月１日）

⑨特別職の給与・報酬の状況　（平成19年４月１日）

⑩部門別職員数の状況　（平成19年４月１日）

⑪定員適正化計画（18〜22年度）

⑫定員管理の進捗状況　（平成19年４月１日現在）

⑬勤務成績の昇給等への反映の状況

※教育部門は、教育長を含みます。

※一般職の職員数は、休職者、派遣職員などを含み、臨時・
非常勤職員を除いています。※教育部門は、教育長を含みます。
※1調整：農業集落排水事業を統計上入れ替えたための増減です。

※特定幹部職員とは、部長相当職の職員です。
※職制上の段階等により加算措置（５％～17％）があります
　が、平成19年度は時限的措置として支給していません。

⑧職員手当の状況　

退職手当　（平成19年４月１日）　

期末勤勉手当　（平成19年４月１日）

※支給割合は、茨城県市町村総合事務組合の規定によります。
※１人当りの平均支給額は、平成18年度退職職員（普通会計）に
　支給した平均額です。

①目標：総職員数の10％削減（120人）
②手法：社会変化に伴う行政需要を勘案し、組織の見直し、
　採用人員の抑制、事務事業の民間委託化をすすめます。

職員の昇級等への勤務実績の反映については、現在、人
事評価制度（目標は平成22年度）を確立していないため、
「筑西市職員の給与決定のための勤務成績判定基準」に
基づき実施しています。

 職員全体に占める手当支給職員の割合 16.6%
 支給対象職員１人当り平均支給年額 28,460 円
 手当の種類（手当数） 13

代表的な手当の名称 支給額の多い手当 市税業務
多くの職員に支給している手当 市税・福祉施設・保健指導業務

区　分 月　額 区　分 平成 18 年度支給割合

  

給
料

市　長 813,000 円

期
末
手
当

市　長
６月期 1.60 月分

副市長 697,000 円 12 月期 1.75 月分
収入役 635,000 円 副市長

収入役
６月期 1.60 月分

報
酬

議　長 367,000 円 12 月期 1.75 月分
副議長 332,000 円 議長、

副議長、議員
６月期 1.60 月分

議　員 312,000 円 12 月期 1.75 月分

時間外手当

区分 支給総額 職員１人当り
支給年額

17 年度 132,864 千円 145 千円
18 年度 69,780 千円 93 千円

区分 筑西市 国

扶養手当

配偶者 13,000 円

市と同じ
配偶者以外の扶養親族 6,500 円
配偶者がいない職員の扶養親族１人目 11,000 円
満 16 歳の年度始めから満 22 歳の年度
末までの子１人当りの加算額

5,000 円

住居手当
借家 限度額 27,000 円 市と同じ
持家 ５年目まで 2,500 円

６年目以降 1,000 円 支給なし

通勤手当 バス等利用者 限度額 55,000 円 市と同じ自家用車等利用者 限度額 24,500 円

区　分 職員数 対前年増減数 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商工
土木

9
207
77

134
66
58
11
76

△１
△９

１
△１

２
△ 10

２
２

グループ制導入

支所経済課の廃止

小 計 638 △ 14
特別行政部門

211 △ 5 現業職退職の不補充
教 育

普通会計 計 849 △ 19
公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院
水道
下水道
その他

141
26
33
54

△ 18
△ 9
12

△ 16

看護師等退職不補充
３事務所の統合
調整※ 1
調整※ 1

小 計 254 △ 31
合 計 1,103 △ 50

地域手当（18年度から新設）

※平成 19年度は時限的措
　置として支給していません。

支給率（市） ０％
支給率（国） ３％

区分
特定幹部職員 特定幹部以外の職員

6 月期 12 月期 計 ６月期 12 月期 計
期末手当 1.20 1.40 2.60 1.40 1.60 3.00
勤勉手当 0.95 0.95 1.9 0.75 0.75 1.50

17 年 18 年 19 年 削減目標値
（人）計画始期 １年目 ２年目

一般
行政

職員数 668 652 638 604
増減 ─ △ 16 △ 14 △ 64

教育
職員数 234 216 211 205
増減 ─ △ 18 △ 5 △ 29

公営
企業等

職員数 285 285 254 258
増減 ─ 0 △ 31 △ 27

合計
職員数 1,187 1,153 1,103 1,067
増減 ─ △ 34 △ 50 △ 120

区分 筑西市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

23.5　月分
33.5　月分
47.5　月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

23.5　月分
33.5　月分
47.5　月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例
（２〜 30％加算）

定年前早期退職特例
（２〜 20％加算）

１人当り平均支給額 18,688 千円 ─

■問い合わせ＝総務課人事グループ（内線322・323）
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市職員の給与は、国家公務員の給与を基本にして条例で定めていま
す。市民のみなさんのご理解をいただくために公表します。
なお、これは国基準様式のダイジェスト版です。総合版は、市ホーム
ページhttp://www.city.chikusei.lg.jp でご覧ください。

①人件費の状況　平成18年度普通会計決算

②職員給与費の状況　平成18年度一般会計決算

※人件費には、特別職に支給する給与、報酬を含みます。
※住民基本台帳人口（平成19年３月３１日）113,492人

※指数＝国家公務員の給与水準を100とした
　場合の地方公務員の給与水準を示す指数
※地域手当補正＝地域手当の支給率を補正した指数

※職員手当には、退職手当は含みません。※給与費は当初予算に計上した額で、特別会計と企業会計は含みません。

③ラスパイレス指数の状況（平成19年４月１日）

④職員の平均給料月額・平均年齢の状況　（平成19年４月１日）

⑤職員の初任給の状況　（平成19年４月１日）

⑥職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（平成19年４月１日）

⑦一般行政職の級別職員数の状況　（平成19年４月１日）

歳出額（A） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ / Ａ）

17 年度の
人件費率

34,774,445 千円 2,076,331 千円 7,974,330 千円 22.9％ 23.2％

職員数（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B） １人当り給与費（B/ Ａ）
867 人 3,583,695 千円 365,861 千円 1,567,887 千円 5,517,443 千円 6,364 千円

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計
職員数（人） 33 52 190 165 85 90 27 13 655
構成比（％） 5.0 7.9 29.0 25.2 13.0 13.7 4.1 2.0 100.0

筑西市 県内平均
指　　数 95.4 97.2

地域手当補正 93.5 96.9

区分
筑西市 茨城県 国

平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 357,800 円 46.1 歳 343,272 円 42.9 歳 325,724 円 40.7 歳
技能労務職 336,900 円 50.8 歳 332,052 円 47.7 歳 314,759 円 48.8 歳

区分 筑西市 茨城県 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 166,173 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 135,197 円 140,100 円

技能労務職 高校卒 137,200 円 130,854 円 ─

区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 265,330 円 288,230 円 358,620 円
高校卒 214,900 円 249,730 円 327,830 円

技能労務職
高校卒 210,100 円 243,500 円 271,800 円

中学校卒 ─ ─ 278,050 円

市職員の給与と
定員管理を公表します
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ダスキンデータム下館店

床の綿ボコリも砂ボコリにも最適！
当店の人気NO.1『フロアモップＦ』
２週間無料でお使いいただけます。
ぜひこの機会にお申し込みください。
ハンディタイプもございます。お電話お待ちしています。

フリーダイヤル

※現在ダスキン商品をご使用の場合、同一商品の無料お試しはご遠慮願います。

☎ 0120-308-998

２週間無料お試し実施中
人気
No.1

日常生活やスポーツで痛めた方、その人にあった治療方
法・施術方法があります。当院は、女性スタッフが多く
安心して来院できる整骨院です。
〜 60分ケア〜 60分（￥3,800）でしっかりとリンパや老廃物を促すケアを行います。

【診療時間】（休診日…日曜・祝日・第１月曜）
平日9:30 ～ 12:00/13:30 ～ 19:00
水曜・土曜9:00 ～ 12:00（午後往診、パーソナルケア）

〒308-0031 茨城県筑西市丙 94-6 ☎ 21-1035

まつざき整骨院近隣
往診・送迎
いたします



平成 19 年 7 月生まれのお子さんの写真を募集しています。写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・
性別 ②保護者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、5 月 30 日（金）までに市広報広聴課へ。アイドル大募集

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました わが家 ドのアイ ル

永
な が い

井　歩
あ ゆ た

太 くん
５月 1 日生（門井）

大
おおうち

内　朔
さ く と

空 くん
５月 2 日生（西方）

高
たかしま

嶋　心
こ こ な

絆 ちゃん
５月 4 日生（笹塚）

伊
い ざ わ

沢　奏
そ う ご

冴 くん
５月 5 日生（女方）

長
な が つ

津　藍
あ い と

斗 くん
５月5日生（関本中）

池
い け だ

田　祁
き な

央 ちゃん
５月 7 日生（市野辺）

新
あ ら い

井　里
り な

奈 ちゃん
５月 8 日生（海老ヶ島）

中
なかじま

島　輝
ひかる

 くん
５月 8 日生（榎生）

今
い ま い

井　琢
た く ま

磨 くん
５月 11 日生（小栗）

高
たかはし

橋　凛
りん

 ちゃん
５月 11 日生（稲野辺）

藤
ふじぬま

沼　諒
りょう

 くん
５月13日生（南町）

坂
さかもと

本　頼
ら い き

暉 くん
５月 16 日生（下中山）

 辻
つじ

　允
ま こ と

人 くん
５月 16 日生（田中町）

森
もり

　颯
は や と

音 くん
５月 16 日生（藤ヶ谷）

梅
うめやま

山　颯
そ う ま

馬 くん
５月 17 日生（伊讃美）

吉
よ し だ

田　宗
そ う ま

眞 くん
５月 17 日生（村田）

倉
くらもち

持　莉
り こ

子 ちゃん
５月 19 日生（関本分中）

森
もりさき

﨑　優
ゆ う た

太 くん
５月 19 日生（海老ヶ島）

金
かなざわ

澤　美
み づ き

月 ちゃん
５月 20 日生（女方）

伊
い と う

藤　慧
け い と

人 くん
５月 21 日生（門井）

稲
い な げ

毛　遥
は る と

斗 くん
５月 21 日生（海老ヶ島）

谷
や な か

中　咲
さ つ き

月 ちゃん
５月 22 日生（小川）

篠
しのざき

﨑　智
と も や

也 くん
５月 23 日生（大塚）

金
か ね こ

子　泰
た い ち

知 くん
５月 24 日生（木戸）

水
みずこし

越　玲
れ い や

弥 くん
５月 24 日生（下江連）

水
み ず い

井　隆
りゅうすけ

介 くん
５月 24 日生（直井）
水
み ず い

井　健
けんすけ

介 くん
５月 24 日生（直井）

和
わ く

久　琴
こ と ね

音 ちゃん
５月 24 日生（女方）

舘
たち

　一
い ぶ き

颯  くん
５月29日生（市野辺）

中
な か い

井　維
ゆ い や

哉  くん
５月 30 日生（野殿）
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ヒロミ塾ヒロミ塾

[22]2163
筑西市西方1832-41

全クラス個別指導（小３〜高３）

お申し込み・お問い合わせ……

入塾受付中！　　　　　ヒロミ塾では一人ひとりがのびのびと学習できる環境と指導を提供しています。

学ぶことの大切さを伝えたい▶第１回茨城統一テスト（６月）中学２年生、３年生
志望校４校判定・受験料 2,500 円・受付５月 31 日（土）まで
塾外生も受験できます。実施日や出題内容についてはお問い合わせください。

▶「準２級英検講座」実施中
土曜日５時 30 分〜７時　月 8,000 円
塾外生も受講できます。

▶小学生クラスでは「８月、11月、２月」（年３回）の学力
　テストをめざし、その単元事項を計画的に学びます。学習
　内容は学校の授業に対応しています。体験学習のご希望も承ります。

全クラス
90分授業

１クラス
１〜３名

ハウジングパーク筑西

東陽商工

西方郵便局

下館工業高校

セブンイレブン

セブンイレブン

そば処田澤 立て看板■

玉戸工業団地

国道50号



た
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
市
内
20
の
小
学
校
の
新
入

生
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

■
元
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
長

　

大お
お
ど
ま
り
の
ぶ
お

泊
信
雄
前
教
育

長
の
退
任
に
伴
い
、

４
月
１
日
、
水み
ず
こ
し
か
ず

越
和

夫お

氏
（
63
歳
）
が
新

教
育
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
水
越
氏
は
、
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
に

38
年
間
勤
務
し
、
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
長
、

下
館
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成
17
年
に
は

県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
員
な
ど
を
務

め
、
平
成
18
年
７
月
に
は
筑
西
市
教
育
委
員
に

就
任
し
て
い
ま
す
。

■
常
陽
銀
行
下
館
支
店
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ

う
に
と
、
４
月
４
日
、
常
陽
銀
行
下
館
支
店

（
押お
し

田だ

繁し
げ
る

支
店
長
）
か
ら
市
へ
、
防
犯
ブ
ザ
ー

１
１
０
０
個
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ

■
平
成
19
年
度
交
通
安
全
県
民
運
動
模
範
推
進
者

　

地
域
に
お
い
て
交
通
安
全
を
積
極
的
に
実
践

し
、交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
し
た
人
た
ち
に
、

１
月
25
日
、
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

筑
西
市
か
ら
は
、
武た
け

井い

み
ね
子こ

さ
ん
（
海
老

ケ
島
）、
池い
け

田だ

正ま
さ

男お

さ
ん
（
樋
口
）、
飯い

い
む
ら
よ
し

村
佳
子こ

さ
ん
（
門
井
）、
高た

か
や
ま
の
ぶ

山
伸
代よ

さ
ん
（
女
方
）、
藤ふ

じ

沼ぬ
ま
の
り徳
子こ

さ
ん
（
田
宿
）、大お

お
も
り森
サ
ト
子こ

さ
ん
（
樋

口
）
が
、
交
通
安
全
県
民
運
動
模
範
推
進
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
６
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
、
交
通
安
全
運
動
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
に
率
先
し
て
参
加
し
、
地
域
住
民
の
模

範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市 政 ニ ュ ー ス

６
人
に
県
知
事
感
謝
状

新
一
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を

▲３月 11 日、筑西市役所に受賞の報告に訪れたみなさん。
（写真左から、古宇田副市長、武井さん、池田さん、飯村さん、
高山さん、大森さん）

新
教
育
長
に
水
越
和
夫
氏

▲冨山市長へ防犯ブザーの目録を手
渡す押田支店長（写真右）

■市は、行政サービス向上のために組織を見直し、４月
１日から一部を変更しました。

▼建設部と都市整備部を統合し、「土木部」を創設

▼健康保険事業の推進のため、「健康増進部」を創設

▼保健福祉部内の業務を見直し、「福祉部」へ呼称変更

▼企画課内に市民協働推進グループを新設

▼市税等の収税対策強化のため、これまでの３係を４グ
　ループ（管理グループ・収税グループ・滞納整理グルー
　プ・滞納処分グループ）に再編

▼健康増進センター内各課を事業ごとに、保健総務課、
　健康づくり課、予防健診課、保健施設課に改編

▼区画整理課を廃止し、まちづくり課内の１グループに
　改編

▼各支所に配置していた会計課分室の廃止

▼上下水道部内の庶務的業務を、下水道業務課と水道業
　務課に再編

▼職員減への対応および横断的な組織とするため、全体
　として、原則２係を１グループに統合

＊組織・機構の見直し＊

＊主な組織の新設・改編＊

４月から市の組織を一部変更しました。

11



まちのわだい

　

３
月
23
日
か
ら
４
月
11
日
ま
で
、

ア
ル
テ
リ
オ
１
階
の
カ
フ
ェ
・
ブ

リ
ー
ズ
で
、「
第
３
回
一
陽
会
や
き

も
の
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
一
陽
会
の
メ
ン
バ
ー
12
人

が
楽
し
ん
で
造
っ
た
と
い
う
皿
や
花

器
、
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
約
２
５

０
点
が
展
示
。
訪
れ
た
人
は
、
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
の
数
々
に
「
と
て
も

き
れ
い
な
色
」「
こ
ん
な
素
敵
な
作

品
が
作
れ
る
な
ん
て
」
な
ど
と
感
心

し
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
陽
会
は
、
丸ま
る
や
ま
よ
う

山
陽
子こ

さ
ん
（
大

関
）
が
市
内
の
女
性
を
対
象
に
10
年

前
か
ら
主
宰
す
る
陶
芸
教
室
。
丸
山

さ
ん
は
「
新
鮮
で
自
由
な
発
想
の
作

品
を
、
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

主婦の力作 250 点を展示
第３回一陽会やきもの展

▼

宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
タ
イ
プ
ア
ー
ト

展
を
開
い
た
渡わ
た

辺な
べ

良よ
し

子こ

さ
ん
（
右
）

　

障
害
の
あ
る
渡
辺
さ
ん
は
唯
一
自

由
に
動
く
足
の
指
で
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
を
打
っ
て
絵
を
描
い
て
い
ま

す
。
会
場
に
は
１
９
８
３
年
に
初
め

て
描
い
た
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
か
ら

最
新
の
大
作
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
・
タ
ワ
ー
オ
ブ
テ
ラ
ー
」（
写

真
）
な
ど
、
作
品
１
１
２
点
を
４
月

２
日
か
ら
６
日
ま
で
展
示
し
、
期
間

中
９
０
０
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
現
在
、
新
し
い

作
品
に
向
け
て
制
作
に
励
ん
で
お

り
、
２
０
０
作
目
の
テ
ー
マ
は
「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
で
、「
ア
ル

テ
リ
オ
で
作
品
展
を
開
き
た
い
」
と

意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

県外で初めての個展
渡辺良子さん、25年間の作品112点を展示

▲アイディアあふれる作品が訪れる人の目を楽しませてくれました。

　

地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
の
み
な
さ

ん
と
交
流
を
図
ろ
う
と
、４
月
６
日
、

筑
西
市
国
際
交
流
協
会
（
仁に
へ
い
ま
さ
み

平
正
巳

会
長
）
主
催
に
よ
る
、
第
15
回
お
花

見
国
際
交
流
会
が
明
野
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
会
場
に

は
、
市
内
や
近
隣
市
町
村
に
住
む
外

国
人
の
み
な
さ
ん
約
４
０
０
人
が
参

加
し
、
日
本
の
美
し
い
春
を
満
喫
し

ま
し
た
。
会
場
で
は
日
本
人
の
会
員

に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
や
焼
き
鳥
な
ど

日
本
の
味
を
紹
介
。
外
国
人
会
員
か

ら
は
各
国
の
珍
し
い
料
理
や
民
族
舞

踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
色
豊
か
な
会
場
に
は
、
地
球

市
民
の
心
の
交
流
が
図
ら
れ
、
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

満開の桜の下で心の交流
第15回お花見国際交流会が賑やかに
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洋
画
家
・
早は

や
か
わ川
義ぎ

孝こ
う

先
生
か
ら
、

し
も
だ
て
美
術
館
へ
12
点
、
市
内
の

中
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
各
施
設
へ

13
点
の
作
品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
し
も
だ
て

美
術
館
で
昨
年
12
月
22
日
か
ら
今
年

３
月
２
日
ま
で
開
催
し
た
『
―
郷
愁

と
幻
想
―　

早
川
義
孝
展
』
の
た
め

に
描
き
下
ろ
し
た
作
品
で
、
筑
西
市

の
風
景
に
詩
を
添
え
た
水
彩
画
「
筑

西
八
景
連
作
」
や
「
―
郷
愁
と
幻
想

―
詩
想
画
連
作
」
な
ど
で
す
。

　

早
川
先
生
は
、「
筑
西
市
の
素
晴

ら
し
い
自
然
や
市
民
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
い
い
展
覧
会
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
絵
が
何
ら
か
の

架
け
橋
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

美しい筑西を描いた作品を市民へ
早川義孝先生から作品25点が寄贈

　

３
月
22
日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
で
、
下
館
地
区
文
化
協
議
会
主

催
の
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
河こ
う

野の

通
と
お
る

先
生
（
80
歳
）
が
宮
沢
賢
治
の
作
品

に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

河
野
先
生
は
現
在
、
各
地
で
宮
沢

賢
治
の
語
り
部
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
日
は
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
歌
を
披
露
。
そ
の

後
、「
ざ
し
き
童
子
の
は
な
し
」「
注

文
の
多
い
料
理
店
」「
よ
だ
か
の
星
」

を
身
振
り
手
振
り
を
加
え
な
が
ら
、

情
感
た
っ
ぷ
り
に
語
り
ま
し
た
。
会

場
に
集
ま
っ
た
約
２
４
０
人
の
市
民

は
、
河
野
氏
の
語
り
に
引
き
込
ま
れ

る
よ
う
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
、
宮
沢

賢
治
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

宮沢賢治の世界を堪能
下館地区文化協議会文化講演会

　

４
月
13
日
、
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
ペ
ア
ー
ノ
で
、
第
２
回
筑
西

市
梨
の
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
梨
の
里
ら
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団

体
・
梨り

想そ
う

の
会
（
会
長
＝
横よ

こ
し
ま
ま
さ
と
し

島
正
利

さ
ん
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
筑
波
山
と
梨
の
花
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
散
策
」
を
開
催
。
参
加
者

は
、
ペ
ア
ー
ノ
、
黒
子
駅
、
騰
波
ノ

江
駅
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
梨
の

花
を
眺
め
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
能
発
表

会
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
チ

ビ
ッ
コ
相
撲
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
が
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

梨の里・筑西を盛り上げよう
第２回筑西市梨の花まつり　

▲下館中学校の関校長に作品を贈呈する早川先生（写真左）
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幽
玄
の
世
界
を
堪
能狂言「柿山伏」　中嶋祐紀さん

狂言「柿山伏」　和田 健さん
青少年のための能・狂言普及研究会

青少年のための能・狂言普及研究会

小舞「宇治の晒」　谷島愛久美さん 大倉流大鼓奏者　大倉正之助氏
青少年のための能・狂言普及研究会

第１回公演から明野薪能を
プロデュースしている

旭屋旅館
ビジネス旅館あらい
割烹ホテル魚正
エビスヤ旅館

☎22-2061（菅谷）
☎22-3861（中館）
☎22-4585（横島）
☎22-2238（東町）

☎28-0927（川島）
☎22-3687（南町）
☎24-3351（南町）
☎25-5757（下岡崎）

☎25-0822（西谷貝）
☎24-8181（南町）
☎22-3073（田町）
☎28-6444（川島）
☎22-2235（稲荷町）
☎23-1611（西谷貝）

ビジネス旅館三水
ビジネスホテルサンタ
ホテル新東
ファミリーホテル割烹節恵

プリンスホテル高松
ホテルニューつたや
三桝屋旅館
平成ホテル
矢野目旅館
ルートイン下館

筑西のお宿を
　 ご利用ください

茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合
下　館　支　部
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明
野
薪
能
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
明

野
薪
能
」
が
、
４
月
５
日
、
桜
の
名
所
・

明
野
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
15
回
目
の
開
催
を
記
念
し
て
、

大
ホ
ー
ル
で
の
公
演
に
続
き
、
満
開
の
桜

が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
、
屋
外
の
特
設

舞
台
で
も
日
本
舞
踊
や
小
舞
な
ど
が
演
じ

ら
れ
ま
し
た
。
手
作
り
の
舞
台
を
照
ら
す

篝
火
が
幻
想
的
な
世
界
を
創
り
だ
し
、
観

客
を
幽
玄
の
世
界
へ
と
誘い
ざ
ない

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
、
小
舞
『
宇う

治じ

の
晒さ

ら
し』、

狂
言
『
柿か

き

山や
ま

伏ぶ
し

』

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
狂
言
で
は
、
地
元

の
高
校
生
２
人
が
演
じ
る
ひ
ょ
う
き
ん
な

掛
け
合
い
が
会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、
能
楽
師
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
能
、
狂
言
の
舞
台
へ
。
ま
ず
は
、
狂
言
『
成な
り

上あ
が

り
』
が
野
村
万
蔵
さ
ん
ら
に
よ
っ
て
演

じ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
清
水
寛
二
さ
ん

ら
に
よ
る
能
『
賀か

茂も

』。
豪
華
な
衣
装
と
勇

壮
な
舞
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
優
れ
た
伝
統
文
化
に
触
れ
、
創

る
感
動
・
参
加
す
る
感
動
・
観
る
感
動
が

会
場
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

狂言「成上り」　野村万蔵氏

能「賀茂」　清水寛二氏

能「賀茂」　清水寛二氏

能「賀茂」　森 常好氏

能「賀茂」　鵜澤 光氏
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図書館へ行こう
◆
や
わ
ら
か
い
羽
で
ふ
わ
ふ
わ
と
自
由
自
在
に

ま
い
な
が
ら
空
に
揚
が
る
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
。
ア

ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
や
っ
て
く
る
花
、
オ
ス
と
メ
ス

の
出
会
い
、
卵
の
産
み
方
、
幼
虫
の
成
長
な
ど

を
写
真
と
や
さ
し
い
文
章
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
赤
み
そ
と
白
み
そ
、
黒
こ
し
ょ
う
と
白
こ
し

ょ
う
、
わ
さ
び
と
本
わ
さ
び
な
ど
、
よ
く
似

て
い
る
け
ど
違
い
を
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い

食
品
を
対
比
。
製
法
や
栄
養
、
歴
史
や
名
前

の
由
来
な
ど
の
興
味
深
い
食
品
知
識
を
解
説
。

◆
大
自
然
の
な
か
で
、
思
い
き
り
遊
ぼ
う
！

②
で
は
、
川
で
の
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
や
上
手

に
泳
ぐ
コ
ツ
、
川
遊
び
の
ル
ー
ル
な
ど
を
イ

ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
。
魚
釣
り
の

し
か
た
や
釣
っ
た
魚
の
食
べ
方
な
ど
も
紹
介
。

◆
と
な
り
の
席
の
ま
す
だ
く
ん
は
い
じ
わ
る
。

に
ん
じ
ん
を
残
す
と
さ
わ
ぐ
し
、
毎
日
む
か

え
に
き
て
走
っ
て
登
校
さ
せ
る
し
。
と
な
り

の
席
だ
か
ら
い
じ
め
る
の
か
な
。
そ
ん
な
み

ほ
ち
ゃ
ん
の
ク
ラ
ス
に
席
替
え
の
機
会
が
！

◆
国
民
的
画
家
、東
山
魁
夷
の
画
集
。
日
本
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
国
な
ど
の
風
景
画
を
、「
旅
」

と
「
癒
し
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
年
代
順
に

収
録
。
絵
と
と
も
に
、
画
家
の
著
作
物
か
ら

選
ん
だ
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ワ
ガ
マ
マ
で
思
い
こ
み
が
激
し
い
、
女
子

力
全
開
の
華
子
。
双
子
の
弟
で
、
や
や
人
生

不
完
全
燃
焼
気
味
の
理
科
系
男
子
、
冬
冶
。

ふ
た
り
の
恋
と
未
来
は
？　

騒
が
し
く
も
楽

し
い
大
学
生
活
を
描
く
連
作
短
編
集
。

今月のおすすめ本
中 央 図 書 館

明 野 図 書 館

アゲハチョウ
写真＝北添伸夫、
総合監修＝日髙敏　
【リブリオ出版】

くらべてわかる食品図鑑６
調味料と調理

編著＝家庭科教育研究
者連盟、絵＝田村孝

【大月書店】
大自然とあそぼう②
川であそぶ

編著＝小菅盛平、成田寛、
小林陞、絵＝いとうみき

【アリス館】

東山魁夷Art　
Album　全３巻
著＝東山魁夷
【講談社】

クローバー
著＝島本理生
【角川書店】

図書館イベント情報

●こんにちは、新しい本。
　４月 23 日は世界本
の日・子ども読書の
日、またこの日から
５ 月 12 日 ま で は 50

回目のこどもの読書週間です。この
機会にぜひ本に親しみ、本の楽しさ
を知ってください。図書館では、次
のような企画を行います。
＊こどもの読書週間は、こどもたちにもっ

と本を！との願いから、1959（昭和 34）年

に始まりました。もともとは、５月５日の

「こどもの日」を中心とした２週間（５月１

日～ 14 日）でしたが、子どもの読書への関

心の高まりを受けて、「子ども読書年」であ

る 2000 年より現在の日程になりました。参

考 URL: http://www.dokusyo.or.jp/index.htm

＊＊＊こどもの読書週間企画展＊＊＊
★「いわさきちひろ生誕90周年記念展」

▼期間＝４月18日（金）～５月14日（水）

▼場所＝中央図書館１階カウンター前

▼内容＝いわさきちひろの作品を展
示・貸出します。
★「こんな本あるよ！」

▼期間＝４月22日（火）～５月31日（土）

▼場所＝明野図書館・児童室　 ▼お
すすめの児童書を展示・貸出します。

★赤ちゃん向け読み聞かせ

▼日時＝５月22 日（木）午後１時～３時

▼場所＝中央図書館・お話しコーナー

▼内容＝ブックスタート・スタッフ
が赤ちゃん向け読み聞かせをします。

★おはなし会
① ▼日時＝５月 11 日（日）午後３時〜

▼場所＝明野図書館・児童室

▼ 内容＝「11 ぴきのねこ」「おかあ
さんだいすき」「Where’s　Spot ？」
② ▼日時＝５月 18 日（日）午後３時〜

▼場所＝明野図書館・児童室

▼内容＝「しゅくだい」
「赤ずきん」

中央図書館℡ 24-3530　明野図書館℡ 52-2466

ますだくんとはじ
めてのせきがえ
作・絵＝武田美穂
【ポプラ社】

驚 き を 実 現 へ

Working On Wonders
エレクトロニクス関連製品 機能性材料関連製品 住宅機器・環境設備

日立化成工業株式会社　下館事業所 〒308-8521 茨城県筑西市小川1500 TEL（0296）28-1111　五所宮事業所 〒308-8524 茨城県筑西市五所宮1150 TEL（0296）28-2222

HITACHI
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輝
く人

自分と同世代の人たちに、
もっと花の楽しさを知ってもらいたい。

松ま
つ
ざ
き崎 

正ま
さ
あ
き明

フ
ラ
ワ
ー
王
子

さ
ん

「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
サ
ッ
カ
ー
に
夢
中

で
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
験
を
受
け
た
こ
と

も
あ
る
ん
で
す
よ
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り

家
業
を
継
が
な
く
て
は
、
と
い
う
思
い

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
母
が
地

元
の
人
に
お
花
を
教
え
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
て
、
自
分
も
た
く
さ
ん
の
人
に
花

の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の

は
、
海
老
ケ
島
に
あ
る
花
店
「
フ
ロ
ー

リ
ス
ト
マ
ツ
ザ
キ
」の
松
崎
正
明
さ
ん
。

松
崎
さ
ん
は
、
常
務
と
し
て
経
営
や
接

客
を
担
当
す
る
一
方
、
東
京
で
教
室
を

開
き
、
週
に
２
〜
３
日
、
幅
広
い
職
業

や
世
代
の
人
た
ち
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

活
躍
が
話
題
を
呼
び
、こ
れ
ま
で
度
々
、

雑
誌
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
松

崎
さ
ん
。
５
月
17
日
（
土
）
に
テ
レ
ビ

朝
日
系
列
で
放
送
さ
れ
る
番
組
「
親
の

顔
が
見
た
い
」
で
は
、
若
さ
と
才
能
あ

ふ
れ
る
『
フ
ラ
ワ
ー
王
子
』
と
し
て
紹

介
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
東
京
で
は
、
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
横
の
つ
な
が
り
が
強

く
な
っ
た
し
、
自
分
自
身
と
て
も
勉
強

に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
僕
は
、
の
ん

び
り
し
て
い
て
心
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
田
舎
が
大
好
き
な
ん
で
す
。
こ
れ
を

機
に
、
筑
西
の
良
さ
を
少
し
で
も
Ｐ
Ｒ

で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
い
う

松
崎
さ
ん
。
番
組
で
は
、
生
ま
れ
育
っ

た
筑
西
の
ま
ち
を
た
ど
り
、
両
親
に
よ

る
子
育
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
な
が

ら
、
地
元
の
人
た
ち
と
の
温
か
い
交
流

の
様
子
が
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

現
在
26
歳
。
筑
西
と
東
京
を
往
復
す

る
と
い
う
忙
し
さ
の
な
か
で
も
、
毎
日

が
楽
し
く
充
実
し
て
い
る
と
い
う
フ
ラ

ワ
ー
王
子
・
松
崎
さ
ん
は
、「
花
は
人

を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
心
を

癒
し
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
や
若

い
世
代
の
人
、
そ
れ
か
ら
女
性
は
も
ち

ろ
ん
男
性
に
も
、
も
っ
と
花
と
ふ
れ

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
い
つ

か
、
東
京
で
は
な
く
こ
の
筑
西
市
で
、

地
元
の
人
の
た
め
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
の
教
室
を
開
き
た
い
。
そ
れ

が
僕
の
目
標
で
す
」
と
、
さ
わ
や
か
な

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■松崎さんが出演する番組…テレビ朝日系列「親の顔が見たい」
　５月 17日（土）午後１時 55分〜３時 25分放送（予定）
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NC東日本コンクリート工業株式会社
日本コンクリート工業グループ

NC東日本コンクリート工業株式会社川島工場は、
筑西の地で生まれて60年

〒308-0856 茨城県筑西市伊佐山 218-3　0296（28）1211

快適な都市空間づくり
に貢献します。

《擬木柱》 食とスポーツで
健康を育てよう
日本ハム株式会社茨城工場

筑西市みどり町2-1-1 ☎ 0296-24-1111

従業員随時募集中



広　告

第25回茨城県小学生バドミントン大会 3月23、24日　石岡市運動公園体育館

茨城県大会で活躍した、明野ちびバドのみなさん

優勝した下館南中学校のみなさん

見事第３位に輝いた明野晴明館のみなさん

□小学６年男子シングルス

　優　勝　稲光勇太（大村小）

□小学６年女子シングルス

　第３位　小澤芽生（村田小）

□小学５年男子シングルス

　第３位　瀬尾直樹（上野小）

□小学５年男子ダブルス

　準優勝　井桁　駿（大村小）

　　　　　大関智樹（村田小）

　第３位　鈴木　翔（鳥羽小）

　　　　　松木幾日（上野小）

□小学４年男子ダブルス

　第３位　廣瀬大地（鳥羽小）

　　　　　鶴見知紀（村田小）

□優　勝　下館南中学校
□準優勝　結城南中学校

男子シングルス優勝の稲光 勇太さん

第20回 KFS女子ソフトボール大会
3月23日　協和中学校グラウンド ４月６日　茨城県武道館柔道場

全国少年柔道大会茨城県予選会

稲光さんは昨年開催された全国小学生ＡＢＣバドミン
トン大会（熊本市）で第３位入るなど大活躍。現在は
日本バドミントン協会の強化選手（U-15）に選ばれ、
日本代表として国際試合での活躍が期待されています。

□第３位　関城中学校
□第３位　協和中学校

□第３位　明野晴明館（参加43チーム）
城森禎造（大村小５年）
前添　眸（大村小５年）
杉田侑翼（長讃小６年）

古宇田優華（鳥羽小６年）
鈴木直樹（大村小６年）
日向亮大（鳥羽小６年）

☀スポーツ大会の結果を掲載しませんか。大会要項や写真などを広報広聴課（内線313）までお持ちください。

SPORTS
市民スポーツの広場

※氏名は敬称略
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グループレッスン（3 回コース）6,000 円
プレママレッスン（1 回コース）2,000 円

＊レッスン内容

＊プライベート、体験レッスン等お問合せ下さい。

（エクラ）

筑西市川澄1862  ☎ 0296-24-8101  http://www16.ocn.ne.jp/~eclat   メール ranra222@yahoo.co.jp  

ＲＴＡ指定スクール

ベビーマッサージ教室eclat

その手で抱きしめてあげてください
その手でたくさん触れてあげてください
ベビーマッサージで親子の絆を深めましょう



　

地
域
の
外
国
人
と
「
食
」
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
を

　
「
下
館
国
際
交
流
友
の
会
」
は
、
会
長
の
平ひ

ら

沢さ
わ
よ
う
い
ち

洋
一
さ
ん
を
中
心
に
、
国
際
交
流
活
動
や
研

修
な
ど
を
通
し
て
、
国
際
交
流
の
輪
を
広
め
、

地
域
の
国
際
化
及
び
地
域
社
会
の
発
展
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と

し
て
は
、
毎
週
火
曜
日
に
ア
ル
テ
リ
オ
で
、
外

国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
市
主
催
の
盆
踊
り
大
会
に
外
国

人
と
一
緒
に
参
加
し
た
り
、
出
身
国
の
料
理
を

共
同
で
作
る
食
文
化
交
流
会
の
開
催
な
ど
、
身

近
に
住
む
外
国
人
と
草
の
根
の
国
際
交
流
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る『
食
文
化
交
流
会
』

で
は
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、

日
本
語
教
室
に
参
加
し
て
い
る
方
や
そ
の
家
族
、

友
人
た
ち
と
日
本
人
約
80
名
近
く
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。皆
、そ
れ
ぞ
れ
に
腕
を
振
る
っ

て
お
国
自
慢
の
料
理
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
に
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
来
た
ば
か
り

の
ウ
レ
シ
カ
・
カ
ル
ハ
リ
さ
ん
（
小
６
）
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
料
理
を
作
り
な
が
ら
、「
今
日

は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
日
本
の

方
だ
と
思
っ
て
お
話
を
伺
っ
て
い
た
中
国
人
の

王お
う

霞か

さ
ん
は
、「
日
本
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い

国
で
す
。
わ
ず
か
な
時
間
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
交
流
の
場
が
持
て
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
流
暢
な
日
本
語
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

一
番
参
加
人
数
の
多
か
っ
た
中
国
人
の
工
場
研

修
生
の
み
な
さ
ん
は
、
短
期
間
で
日
本
語
を
マ

ス
タ
ー
す
る
た
め
に
、
寮
に
帰
っ
て
も
努
力
を

惜
し
ま
ず
に
勉
強
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
た

ち
日
本
人
よ
り
も
美
し
い
言
葉
遣
い
で
話
せ
る

み
な
さ
ん
に
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

昼
食
会
で
は
、
完
成
し
た
各
国
の
料
理
を
試

食
し
た
り
、
歌
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と

和
や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。
日
本

に
来
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

み
な
さ
ん
一
同
に
笑
顔
が
ま
ぶ
し
か
っ
た
で
す
。

　

平
沢
会
長
は
、「
下
館
国
際
交
流
友
の
会
の

活
動
を
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
方
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
外
国
の

方
々
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
会
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
詳
し
く
は
、
平

沢
会
長
℡
24

−

６
０
０
０
へ
。

　
地
域
在
住
の
外
国
人
と
食
文
化
・
料
理
を
通
し
て
相
互
理
解
と
懇
親
を
深
め
よ
う
と
、『
下
館
国

際
交
流
友
の
会
』
が
毎
年
ひ
な
祭
り
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
『
食
文
化
交
流
会
』。
今
年
も
、
し

も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
早
速
取
材
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

自
慢
の
料
理
で
楽
し
く
交
流

み
な
さ
ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

▲和気あいあいと料理をする参加者のみなさん

廣
ひろ

瀬
せ

 住
すみ

子
こ

さん（玉戸）

★みなさんが作ってくれ
た料理はどれもおいし
かったです。同じ地域に
住む外国人の方と楽しく
過ごすことができました。
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読む力・考える力 伸びる学力

幼児/算数・数学・国語/英語

市野辺 教室 かわしま 教室 玉　　戸 教室 玉戸ニュータウン教室

成　田 教室 にいはり 教室 はすぬま 教室 村田三所宮教室

■教科  国語・算数・英語　■学習日  週２日　■月謝  8000 円（算国）
お問い合わせは

幼児・低学年期から「わかった」「できた」体験を
積み重ねて、　　　　　 を育てましょう。

（思考力・応用力・読解力）基礎学力＋α

＋αの力

029-859-3601
0120-889-100



　

平
成
19
年
度
の
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情

報
保
護
条
例
の
施
行
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

個人情報
保護

１４件

９件
4 件

0 件
１件

０件

情報公開

３6 件

16 件
17 件

１件
2 件

0 件

区　分

 開示請求

 開示請求に対する
 決定
 ①全部開示の決定
 ②一部開示の決定
 （一部不存在を含む）

 ③不開示の決定
 ④不存在の決定

 異議申立て

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
法
制
グ
ル
ー
プ　

内
線
３
３
２

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
定
め
ら
れ
た

農
用
地
区
域
か
ら
の
変
更
（
除
外
）
を
予
定

す
る
人
は
、
５
月
12
日
（
月
）
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
部
数
＝
正
１
部
、
副
２
部
、
計
３
部

※
提
出
様
式
の
一
部
変
更
が
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

農
政
課　

TEL
　

20
　

１
１
６
１

　

農
業
後
継
者
の
結
婚
に
つ
い
て
、
市
が
委

嘱
し
た
農
業
後
継
者
縁
組
対
策
委
員
へ
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
※
敬
称
略

電　話

37-3901

37-6935

52-2330

52-4198

52-1931

52-1909

57-6449

57-3617

57-3204

57-3076

所　属

　木戸

　上野

　山王堂

　赤浜

　村田

　宮後

　久地楽

　蓬田

　桑山

　桑山

氏　名

小林　昇

栗島　菊雄

柴　真

赤城　猛

尾見　又一

関本　孝一

袖山　信勝

廣沢　榮

橋本　幸男

塙　民

地区

関
城

明
　
野

協
　
和

電　話

25-6602

22-2005

24-9817

22-2182

28-3805

28-4461

24-8555

22-7046

37-5495

37-3661

37-3910

所　属

ＪＡ北つくば

　柴山

　下中山

　森添島

　大谷

　布川

　旭ヶ丘

　西榎生

　犬塚

　辻

　関館

氏　名

藤田　恒雄

大林　浩

杉山　玻琉子

塚越　武男

吉田　ぬい子

中川　喜一郎

仁平　芳之

堀米　庫三

古谷　森一

坂入　武保

岩岡　靖夫

地区

下
　
　
館

関
　
城

■ 

問
い
合
わ
せ

　

農
政
課　

TEL
　

20
　

１
１
６
１

　

茨
城
県
で
は
「
関
東
地
方
環
境
美
化
行
動

の
日
」
と
し
て
、
５
月
25
日
（
日
）
に
統
一

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
市
で

も
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
市
内
一
斉
（
下
館

地
区
、
関
城
地
区
、
明
野
地
区
、
協
和
地
区
）

で
ゴ
ミ
回
収
を
実
施
し
ま
す
の
で
清
掃
活
動

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
▼
実
施
日
＝
５
月
25

日
（
日
）　

※
各
地
区
ご
と
に
実
施
方
法
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

下
館
地
区
＝
生
活
環
境

　

課
公
害
対
策
室
／
関
城
地
区
＝
関
城
市
民

　

環
境
課
／
明
野
地
区
＝
明
野
市
民
環
境
課

　

／
協
和
地
区
＝
協
和
市
民
環
境
課

　

５
月
１
日
よ
り
鬼
怒
緑
地
・
成
田
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
使
用
許
可
申
請
が
市
民
会
館
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
変
わ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
下
館
総
合
体
育
館
内
）

　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

▼
日
時
＝
５
月
23
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

（
時
間
厳
守
）　

▼
場
所
＝
市
立
下
館
総
合
体

育
館
研
修
室　

▼
内
容
＝
６
・
７
月
分
の
日

程
調
整　

▼
持
参
品
＝
筆
記
具
・
代
表
者
印
・

登
録
申
請
書

■
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
下
館

　

総
合
体
育
館
内
）　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

　

｢

本
年
予
定
し
て
い
ま
し
た
文
部
科
学
省
へ

の
認
可
申
請
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
見
送

り
、
来
年
の
申
請
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。｣

と
の
報
告
が
、

つ
く
ば
薬
科
大
学
設
立
準
備
室
か
ら
あ
り
ま

し
た
。
な
お
、
大
学
の
開
学
時
期
は
平
成
22

年
４
月
の
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　
つ
く
ば
薬
科
大
学
早
期
開
学
支
援
チ
ー
ム

　

TEL
　

24
　

２
１
１
１　

内
線
３
０
４

2008.5 .12008.5 .1

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
条
例

の
施
行
状
況

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
係
る

農
用
地
区
域
除
外
の
受
付

農
業
後
継
者
縁
組
対
策

下
館
地
区
学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
調
整
会
議

市
内
ク
リ
ー
ン
作
戦

鬼
怒
緑
地
・
成
田
ス
ポ
ー
ツ
公
園

使
用
申
請
窓
口
の
変
更

つ
く
ば
薬
科
大
学
の
設
置
認
可
申

請
の
見
送
り

20



21

▼
期
日
＝
５
月
25
日
（
日
）　

▼
記
念
講
演

＝
午
後
１
時
〜
２
時
30
分　

▼
会
場
＝
市
民

会
館　

▼
講
師
＝
水
谷
修
先
生　

■
問
い
合
わ
せ　

　

し
も
だ
て
紫
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

　

冨
山　

TEL
　

25
　

０
６
８
９

▼
日
時
＝
５
月
１
日（
木
）～
３
日（
土
・
祝
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

※
３
日
は
、

午
後
４
時
ま
で　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
ロ

ビ
ー　

▼
内
容
＝
山
野
草
の
展
示
会

■
問
い
合
わ
せ
　

　
つ
く
ば
ね
野
草
会

　

海
老
澤　

TEL
　

57
　

６
５
０
７

▼
日
時
＝
５
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正

午　

▼
会
場
＝
下
館
総
合
体
育
館　

▼
内
容

＝
個
人
戦
輪
投
げ
大
会　

▼
参
加
＝
子
ど
も

か
ら
大
人
自
由　

※
当
日
会
場
受
付
（
上
靴

持
参
）
▼
賞
品
＝
成
績
順
・
参
加
者
全
員

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
館
輪
投
げ
の
会

　

大
和
田　

TEL
　

22
　

４
５
０
６

▼
日
時
＝
５
月
15
日
（
木
）
～
18
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

※
15
日
は
正
午

〜
、
18
日
は
午
後
４
時
ま
で　

▼
会
場
＝
ス

ピ
カ
６
階
・
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー 　

▼
展
示

内
容
＝
①
遺
作
作
品
・
飯
野
農
夫
也
先
生

…
数
点 

②
梨
の
木
版
画
会
、
紫
明
同
人
会
、

ゆ
う
き
版
画
会
、
せ
せ
ら
ぎ
会
…
約
70
点 

▼
入
場
＝
無
料　

▼
主
催
＝
梨
の
里
版
画
会 

▼
後
援
＝
市
教
育
委
員
会
、関
城
文
化
協
会
、

ウ
エ
ス
タ
ン
社 

■
問
い
合
わ
せ
　
梨
の
里
版
画
展
事
務
局

　

武
藤　

TEL
　

28
　

１
４
２
７ 

▼
日
時
＝
5
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館

和
室　

▼
対
象
＝
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護

者　

▼
内
容
＝
絵
本
「
金
た
ろ
う
」 「
お
な

か
す
い
た
ね
」、
紙
芝
居
、
歌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て

　

姫　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
5
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館

和
室　

▼
対
象
＝
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護

者　

▼
内
容
＝
絵
本
「
ど
ろ　

ど
ろ
」
紙
芝

居
「
ま
ね
っ
こ　

だ
い
す
き
」、
お
り
が
み

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕　

TEL
　

57
　

４
４
９
８

▼
日
時
＝
５
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

～　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園
（
雨
天
時
は

な
か
よ
し
る
ー
む
）
▼
対
象
＝
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者　

▼
内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
・
リ
ズ
ム
体
操
・
ゲ
ー
ム
他　

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
５
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園　

▼
対
象
＝

０
歳
～
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼
テ
ー

マ
＝
で
き
る
か
な　

▼
内
容
＝
絵
本｢

ぴ
ょ

〜
ん｣

｢

お
て
て
が
で
た
よ｣

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
期
日
＝
５
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー

ナ
ー　

▼
内
容
＝
絵
本
『
お
と
う
さ
ん
』

紙
芝
居
『
絵
に
か
い
た
ね
こ
』、
他

■
問
い
合
わ
せ
　　

野
ば
ら
の
会

　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
５
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

▼
テ
ー
マ
＝
子
ど
も
の
心
に
自
信

を
育
て
る　

▼
場
所
＝
市
立
中
央
図
書
館
・

和
室　

▼
講
師
＝
（
社
）
ス
コ
ー
レ
家
庭
教

育
振
興
協
会　

平
石
喜
美
子　

▼
入
場
＝
無

料
、
託
児
所
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
　
野
口　

TEL
　

22
　

４
６
９
７

▼
日
時
＝
５
月
11
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午

後
２
時　

▼
場
所
＝
市
役
所
駐
輪
場　

※
里

親
希
望
者
は
家
族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
譲

り
た
い
人
は
、事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ア
ニ
マ
ル
ラ
イ
フ

　

高
橋　

TEL
　

52
　

２
６
１
８

　

介
護
保
険
制
度
の
よ
り
よ
い
運
営
を
図
る

た
め
、
利
用
者
な
ど
か
ら
の
意
見
を
反
映
す

る
た
め
、
広
く
市
民
か
ら
被
保
険
者
の
代
表

と
し
て
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容
＝
筑
西
市
介
護
保
険
運
営
協
議

会
（
年
４
回
程
度
開
催
）
へ
出
席
し
、
意
見

の
交
換
お
よ
び
提
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。
▼

報
酬
＝
筑
西
市
特
別
職
の
職
に
あ
る
者
で
、

非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。
▼
任
期
＝
３

年
（
平
成
22
年
度
ま
で
）
▼
募
集
人
員
＝
８

名
以
内　

▼
応
募
資
格
＝
①
筑
西
市
在
住
の

満
40
歳
以
上
の
人
（
被
保
険
者
）
で
、
介
護

保
険
制
度
に
関
心
の
あ
る
人　

②
官
公
庁
勤

務
者
及
び
そ
の
関
係
者
で
な
い
人　

▼
応
募

方
法
＝
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
性

別
、
⑤
職
業
、
⑥
電
話
番
号
、
⑦
応
募
の
理

由
、
⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
場
合
は
そ
の
団
体
名
な
ど
を
記
載
の
う
え

封
書
ま
た
は
介
護
保
険
課
窓
口
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
▼
応
募
期
間
＝
５
月
１
日（
木
）

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）

あ
お
ぞ
ら
ほ
い
く

読
み
が
た
り

絵
本
と
ふ
れ
あ
い
会

ス
コ
ー
レ
母
親
セ
ミ
ナ
ー

下
館
輪
投
げ
の
会
８
周
年

記
念
大
会

し
も
だ
て
紫
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
創
立
20
周
年
記
念
講
演

つ
く
ば
ね
野
草
展
示
会

梨
の
里
版
画
展

犬
・
猫
の
里
親
会

筑
西
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

被
保
険
者
代
表
委
員
の
募
集



22

か
ら
19
日
（
月
）
ま
で
（
19
日
消
印
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

〒
３
０
８

－
　

８
６
１
６　

筑
西
市
下
中
山
７
３
２

－

１

　

介
護
保
険
課　

内
線
２
１
６

▼
受
講
期
間
＝
６
月
29
日
〜
11
月
30
日
（
延

べ
22
日
・
１
３
０
時
間
）　

▼
時
間
＝
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

▼
講
習
会
場

＝
県
立
母
子
の
家
（
水
戸
市
八
幡
町
）　

▼

受
講
料
＝
無
料　

▼
対
象
者
＝
全
日
程
出
席

で
き
る
人
で
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦
と

な
り
７
年
以
内
の
人　

▼
申
込
期
限
＝
５
月

15
日
（
木
）
ま
で
に
左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
細
と
申
込
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

内
線
２
５
４

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
『
社
資
』
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
年
額
＝
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

社
会
福
祉
課

　

地
域
福
祉
係
・
内
線
２
４
９
／
関
城
福
祉

　

課
・
内
線
３
５
６
／
明
野
福
祉
課
・
内
線

　

１
８
１
／
協
和
福
祉
課
・
内
線
２
２
３

▼
内
容
＝
あ
な
た
が
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
家
族
に
喜
ば
れ
る
家
庭
料
理
を
こ
の
機
会

に
覚
え
ま
し
ょ
う
。
魚
や
野
菜
な
ど
季
節
の

素
材
を
も
と
に
色
々
な
料
理
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
28
日（
水
）、7
月
17
日（
木
）、

９
月
18
日
（
木
）、
11
月
13
日
（
木
）
午
前

９
時
～
正
午　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
１
階

調
理
室　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
男

性
20
名　

▼
費
用
＝
１
人
７
０
０
円（
各
回
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

▼
申
し

込
み
＝
５
月
13
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
左
記
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

男
女
共
同
参
画
課　

TEL
　

23
　

１
６
０
０

▼
内
容
＝
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
女
性
の
社
会
進
出
や
地
域
に
お
け

る
活
躍
の
促
進
に
必
要
な
健
康
の
保
持
の
た

め
に
ヨ
ガ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性　

▼
日

時
＝
５
月
23
日
（
金
）、
５
月
30
日
（
金
）、

６
月
13
日
（
金
）　

▼
募
集
人
数
＝
25
人　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ア
ル
テ
リ
オ
）
会
議
室
等　

▼
持
ち
物
＝

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
バ
ス

タ
オ
ル
で
可
）　

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
講
師
＝
市
民
講
師　

▼
受
付
＝
５
月
９
日

（
金
）午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付　

▼
土
・
日
・

祝
日
受
付
可
（
月
曜
休
館
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
男
女
共
同
参
画
課　

TEL
　

23
　

１
６
０
０

▼
開
催
日
＝
６
月
21
日
（
土
）
▼
場
所
＝
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド　

▼
参
加
人
員
＝
障

害
を
持
っ
て
い
る
人
１
５
０
人
、
同
伴
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
５
０
人　

▼
会
費（
最
大
）

＝
大
人
９
，５
０
０
円
、中
学
生
・
高
校
生
８
，

７
０
０
円
、
小
学
生
６
，
２
０
０
円
、
子
ど

も
（
４
〜
６
歳
）
４
，
６
０
０
円　

※
会
費

の
内
訳
は
、
各
駅
か
ら
の
往
復
運
賃
、
Ｔ
Ｄ

Ｌ
パ
ス
ポ
ー
ト
券
、
文
集
費
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
料
な
ど
で
す
。
乗
車
駅
に
よ
り
料
金

が
異
な
り
、
夕
食
費
が
含
ま
れ
る
場
合
と
含

ま
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
▼
申
込
期
間

＝
５
月
１
日
（
木
）
〜
20
日
（
火
）　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
障
害
福
祉
課　

TEL
　

24
　

２
１
１
１

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

TEL
　

22
　

５
１
９
１

　

木
田
郁
夫　

TEL
　

28
　

０
４
７
３

　

住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
市
民
と
活
動
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の

平
成
20
年
度
一
般
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
会
費
＝
１
戸
当

た
り
年
額
５
０
０
円　

▼
募
集
期
間
＝
５
月

１
日
（
木
）
～
５
月
31
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

TEL
　

22
　

５
１
９
１

　

身
体
の
弱
い
高
齢
者
や
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
し
て
い
る
人
へ
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
お

よ
び
子
育
て
支
援
を
お
こ
な
う
協
力
会
員
の

養
成
講
座
で
す
。
▼
受
講
資
格
＝
市
内
在
住

の
人
で
心
身
共
に
健
康
で
あ
り
、
本
事
業
を

理
解
し
て
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
会
員

と
し
て
実
践
で
き
る
人　

▼
開
講
日
時
＝
５

月
13
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午
（
全
４
回
）

▼
講
座
内
容
＝
事
業
説
明
、
子
育
て
及
び
高

齢
者
支
援
に
関
わ
る
実
習
な
ど　

▼
講
座
会

場
＝
筑
西
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

▼

募
集
人
数
＝
先
着
30
人

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

TEL
　

22
　

５
１
９
１

▼
内
容
＝
『
パ
ソ
コ
ンExcel

習
得
講
座
』、

『
中
高
年
の
た
め
の
や
ん
わ
り
習
得
パ
ソ
コ

ン
講
座
』、『
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
極
意
習
得
講

座
』『
会
計
ソ
フ
ト
入
門
講
座
』
▼
５
月
以

降
４
つ
の
講
座
を
開
講
、
希
望
者
は
左
記
へ

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

０
２
９
６

－

７
５

－

１
２
５
４

▼
日
時
＝
５
月
25
日
（
日
）
午
前
６
時
、
市

立
下
館
総
合
体
育
館
駐
車
場
集
合
・
出
発

▼
行
程
＝
筑
西
市
（
午
前
６
時
）
→
〈
バ
ス
〉

→
駒
止
湿
原
：
ハ
イ
キ
ン
グ
（
約
２
時
間
）

→
〈
バ
ス
〉
→
き
ら
ら
２
８
９
（
温
泉
・
約

１
時
間
）→〈
バ
ス
〉→
大
内
宿（
約
１
時
間
）

→
〈
バ
ス
〉
→
筑
西
市
（
午
後
７
時
帰
着
予

定
）
▼
対
象
＝
一
般
（
小
学
生
以
上
）
※
小

学
生
は
保
護
者
同
伴　

▼
定
員
＝
先
着
40
人

▼
参
加
費
＝
一
人
５
，
０
０
０
円
（
バ
ス
、

保
険
、
昼
食
、
入
湯
料
等
含
む
）
▼
持
ち
物

訪
問
介
護
員
２
級
課
程
講
習
会

参
加
者
募
集

男
性
セ
ミ
ナ
ー（
男
の
料
理
教
室
）

参
加
者
募
集

女
性
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

08
友
情
列
車
・
ひ
ま
わ
り
号

参
加
者
募
集

ま
ご
こ
ろ
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

協
力
会
員
養
成
講
座
生
募
集

日
本
赤
十
字
社
『
社
資
』
募
集

駒
止
湿
原
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集

受
講
生
募
集



Information

23

＝
雨
具
、
飲
物　

▼
申
込
開
始
＝
５
月
１
日

（
木
）
午
前
９
時
〜

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

Ａ
Ｓ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
館
西
事
務
局　

　
（
市
立
下
館
総
合
体
育
館
内
）

　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

▼
実
施
日
＝
５
月
18
日
（
日
）　

▼
集
合
＝

関
城
体
育
館
午
前
７
時
、
筑
西
市
役
所
午
前

７
時
20
分　

▼
参
加
費
＝
一
般
４
０
０
０

円
、
連
合
会
員
３
０
０
０
円
（
バ
ス
使
用
料

込
み
）　

▼
持
ち
物
＝
雨
具
、飲
み
物
、昼
食
、

着
替
え　

▼
申
込
期
限
＝
５
月
11
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
関
城

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
長　

鳥
生
厚
夫

　

TEL
０
８
０

－

１
０
９
０

－

５
７
４
８　

ＦＡＸ

　

20
　

３
３
８
６　

toryua@
ninus.ocn.ne.jp

▼
日
時
＝
５
月
６
日
（
火
）、
20
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、　

５
月
13
日（
火
）、

27
日
（
火
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

▼
場

所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
相

談
室　

▼
相
談
員
＝
女
性
の
相
談
員
が
応
じ

ま
す
。
▼
申
し
込
み
＝
随
時
受
付
、
電
話
で

左
記
ま
で
。　

▼
秘
密
厳
守
《
費
用
無
料
》

▼
土
・
日
・
祝
日
受
付
可
（
月
曜
休
館
）

■
問
い
合
わ
せ

　

男
女
共
同
参
画
課
TEL　
23　

１
６
０
０

　

法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
秘
密
厳
守
）　

▼
日
時
＝
５

月
16
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午　

▼
場
所

＝
明
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員

＝
先
着
５
人
（
受
付
順
）
▼
相
談
員
＝
弁
護

士　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
対
象
＝
市
内
在
住

の
人　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約
が
必
要
。

５
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
よ
り
電
話
受
付

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

TEL　
22　

５
１
９
１

　

５
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
国
税
に
関
す
る

相
談
の
う
ち
、
内
容
が
複
雑
で
事
実
関
係
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
相
談
な
ど
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
税
務
署
に
電
話
予
約
を
し
た
上

で
の
面
接
相
談
と
な
り
ま
し
た
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
ま
ず
電
話
に
て
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
■
問
い
合
わ
せ　

下
館
税
務

署　

TEL　
24　

２
１
２
１

▼
期
日
＝
５
月
７
日
・
21
日
の
各
水
曜
日

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

▼

場
所
＝
市
役
所
１
階
相
談
室　

▼
相
談
員
＝

税
理
士　

▼
予
約
不
要
、
直
接
会
場
へ

■
問
い
合
わ
せ　

関
東
信
越
税
理
士
会
下
館

支
部　

青
木　

TEL
　

24

－

３
６
３
０

▼
相
談
日
＝
５
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
、
会
場
＝
常
陽
銀
行
下
館
支
店

（
TEL
　

22
　

３
１
３
１
、
常
陽
銀
行
顧
問
の
社

会
保
険
労
務
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

　

生
後
３
か
月
に
達
し
た
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
６
か
月
を
過
ぎ
る

と
任
意
接
種
（
有
料
）
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
■
問
い
合
わ
せ

予
防
健
診
課　

TEL　
22　

０
５
０
６

▼
対
象
者
＝
昭
和
50
年
～
52
年
に
生
ま
れ
た

人
で
、
原
則
と
し
て
次
の
時
期
に
該
当
す
る

人　

①
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に
渡
航
す

る
時
期　

②
出
生
年
に
該
当
す
る
人
の
子
が

ポ
リ
オ
の
定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期

▼
日
程
＝
５
月
７
日
、
６
月
４
日
、
７
月
２

日
、
８
月
６
日
、
９
月
３
日
、
10
月
１
日
、

11
月
５
日
、
12
月
３
日
、
平
成
21
年
１
月
７

日
、
２
月
４
日
、
３
月
４
日
の
水
曜
日　

▼

受
付
時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
30
分　

▼
手

数
料
＝
１
，
１
０
０
円
（
当
日
徴
収
）　

▼

申
し
込
み
＝
事
前
に
電
話
で　

■
問
い
合
わ

せ　

筑
西
保
健
所　

TEL
　

24
　

３
９
１
１

▼
日
時
＝
①
５
月
13
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
、
県
西
合
同
庁
舎　

②
５
月

19
日
（
月
）
午
前
10
時
～
正
午　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
山
新
下
館

店　

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
総
務
課　

TEL　
22　

０
５
３
５

女
性
問
題
相
談

心
配
ご
と
相
談
窓
口
（
社
協
）

税
務
署
で
の
面
接
相
談
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す

年
金
相
談

問い合わせ
市広報広聴課

ＴＥＬ 24-2111 内線 314

関城支所総務課
ＴＥＬ 37-6111 内線 371

明野支所総務課
ＴＥＬ 52-1111 内線 151

市広報広聴課
ＴＥＬ 24-2111 内線 314

関城支所総務課
ＴＥＬ 37-6111 内線 371

明野支所総務課
ＴＥＬ 52-1111 内線 151

市広報広聴課
ＴＥＬ 24-2111 内線 314

申し込み

事前申込不要

（当日来訪順に受付）

5 月 12 日（月）
午前 9 時〜電話予約
（先着８人まで）

相談員
堀 江 　 潔
加 藤 清 位
津 田 幸 夫
橋 本 良 子
星 野 治 子
鬼 沢 和 江

行政相談委員

（総務大臣委嘱）

弁護士

人
権
擁
護
委
員

相談会場

市民会館
１階会議室

関城支所
3 階委員会室

明野支所
１階会議室

市民会館
１階会議室

関城支所
3 階委員会室

明野支所
１階会議室

市民会館
１階会議室

相談日時

5 月 22 日（木）
午後１時〜 3 時

5 月 15 日（木）
午前 10 時〜正午

5 月 12 日（月）
午前 10 時〜正午

5 月 22 日（木）
午後１時〜 3 時

5 月 15 日（木）
午前 10 時〜正午

5 月 12 日（月）
午前 10 時〜正午

5 月 22 日（木）
午後１時〜 4 時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

＊人権・行政・法律相談　＊費用＝無料
＊秘密厳守　＊対象＝市内在住の人生活の困りごと相談（市）

 納税に便利な口座振替をご利用く
だ さい。手続きは、金融機関の届
出印 を持参のうえ市収税課または
市内の 金融機関・郵便局へ
 ■問い合わせ
　 市収税課管理係　内線 444

軽 自 動 車 税 （ １期）

納期限：6月2 日（月）

今月の納税

国民健康保険税（ 1期）

生
後
３
か
月
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
方
へ

ポ
リ
オ
任
意
予
防
接
種
の
実
施

愛
の
献
血

税
務
相
談

古
賀
志
山
裾
野
の
新
緑
ウ
オ
ー
ク

参
加
者
募
集
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西
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ホ
ー
ム
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人口＝男 54,499 人　女 55,805 人　計 110,304 人　世帯数＝ 35,078 世帯（平成 20 年４月１日現在・常住人口）

筑西の

休日
イベント情報

でかけよう！

宮 山 ふ る さ と ふ れ あ い 公 園

こ い の ぼ り 祭 り

■メイン日
　5 月 5 日（月）こいのぼりの早あげ大
　会などさまざまなイベントを開催。
　雨天時は 6 日（火）に順延

■問い合わせ　　筑西市明野商工会
　　　　　　　　　℡ 52-2511

■主催　
　宮山公園こいのぼり祭り実行委員会

豊かな自然を楽しめる宮山公園に、市内
の小学生が描いた鯉のぼり 700 匹が大空
を泳ぎます。

4 月 20 日 ( 日 ) 〜 5 月 6 日 ( 火 )

真 岡 線 S L の 旅

■ S L 運行日
　4 月　26( 土 )・27( 日 )・29( 火 )
　5 月　3( 土 )・4( 日 )・5( 月 )・6( 火 )
　　　　10( 土 )・11( 日 )・17( 土 )
            18( 日 )・24( 土 )・25( 日 )
　　　　31( 土 )

■ S L 乗車案内
　S L に乗車するには普通乗車券（運賃）
　のほかに『S L整理券』が必要になります。
　　 ◇大人（中学生以上）　500 円
　　 ◇小人（小学生）　　　250 円
■ S L 整理券販売所
　JR 東日本のみどりの窓口 , びゅうプラザ
　真岡鐵道の真岡駅・久下田駅・益子駅・
　茂木駅
■問い合わせ
　真岡鐵道　真岡駅　℡ 0285-84-2911

５月の S L 運転ガイド

上：｢ 白馬の森 ｣
( ピエゾグラフ )

原画制作 1972 年

中：｢ 潮騒 ｣
( リトグラフ )

原画制作 1973 年

下：｢ 道 ｣
( リトグラフ )

原画制作 1950 年

4 月 12 日 ( 土 ) 〜 6 月 8 日 ( 日 )

第 23 回国民文化祭・いばらき２００８協賛事業

東 山 魁 夷  版 画 展
国民的画家とも評され、日本人に最も好ま
れている日本画家  東山魁夷 ( ひがしやまか
いい ) の版画による展覧会を開催。本展で
は、東山すみ夫人の監修により、リトグラフ、
木版画など 81 作品をご紹介します。
■開館時間　午前 10 時〜午後 6 時
　　　　　　 　（入館は午後 5 時 30 分まで）

■休館日　月曜日 （但し月曜祝日は開館し翌日休館）

■入場料　一般 600 円／高校生以下無料
　　　　　団体 500 円  （10 名様以上）
　 ※常設展、板谷波山記念館もご覧いただけます。

■問い合わせ　しもだて美術館
　　　　　　　℡ 23-1601

編
集
後
記

　

村田三所神社周辺に咲く菜の花は、地元の人
たちが種を蒔いたもの。鮮やかな黄色い花が、
子どもたちの安全をいつも見守っています。

　

真
岡
線
S
L
が
初
取
材
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
６
年
よ
り
運
行
し
、

今
年
で
14
年
目
を
迎
え
る
が
、
走
る

姿
を
見
よ
う
と
今
も
多
く
の
フ
ァ
ン

が
足
を
運
ん
で
い
る
。
今
後
も
夢
を

の
せ
て
走
り
続
け
て
ほ
し
い
。（
か
）

　
「
こ
れ
か
ら
も
入
場
無
料
を
続
け

ま
す
よ
」
と
明
野
薪
能
の
古
田
部
光

文
実
行
委
員
長
。
能
・
狂
言
を
市
民

の
身
近
な
文
化
と
し
て
広
め
た
功
績

は
大
き
い
。
満
開
の
桜
が
15
回
目
の

公
演
の
成
功
を
と
も
に
喜
ん
だ
。（
ま
）

　
「
筑
西
市
が
有
名
に
な
る
よ
う
に
」

と
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
の
撮
影

を
番
組
側
に
提
案
し
て
く
れ
た
松
崎

さ
ん
。
地
元
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

る
青
年
を
、
ま
ず
地
元
の
私
た
ち
が

応
援
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。（
＠
）

　

生
ま
れ
て
す
ぐ
に
脳
性
小
児
麻
痺

と
な
り
体
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
渡
辺

良
子
さ
ん
、
二
百
作
目
へ
の
創
作
意

欲
は
満
々
。
些さ
さ
い細
な
こ
と
で
挫
折
す

る
健
常
者
に
五
体
満
足
の
あ
り
が
た

さ
を
再
認
識
し
て
欲
し
い
。　
（
も
）


